
近
世
前
期
の
阿
波
国
野
尻
村
に
沿
け
る
耕
地
の
寄
在
形
態羽

久

男

山

近世前期の阿波園野尻村における耕地の存在形態

一
、
は
じ
め
に

筆
者
は
さ
き
に
、
阿
波
国
の
勝
浦
川
上
流
の
山
村
を
対
象
と
し
て
、
近
世
に
お
け
る
耕
地
と
集
落
の
復
原
的
考
察
を
中
心
に
、
耕
地
と

農
民
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
耕
地
の
開
発
過
程
や
存
在
形
態
お
よ
び
占
取
形
態
か
ら
分
析
し
て
き
た

T
Y

こ
の
際
、
耕
地
の
も
つ
歴
史
的
社
会
的
側
面
と
人
聞
社
会
の
土
地
へ
の
投
影
と
し
て
の
耕
地
の
空
間
的
構
成
が
合
わ
せ
て
考
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
す
Y

こ
の
よ
う
な
分
析
を
進
め
る
上
で
、

検
地
帳
が
基
礎
史
料
と
し
て
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

ぃ
。
し
か
も
検
地
帳
以
外
に
有
効
な
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
検
地
帳
の
利
用
方
法
が
重
要
に
な
る
。
土
地
保
有
規
模
や
居
屋

敷
所
有
な
ど
の
定
量
的
分
析
の
み
な
ら
ず
、
耕
地
の
存
在
場
所
や
等
級
・
分
散
度
な
ど
の
定
性
的
分
析
も
ま
た
必
要
不
可
欠
と
な
る
守
)
O

以
上
の
よ
う
な
検
地
帳
の
分
析
方
法
は
、
名
負
人
別
に
よ
る
属
人
別
集
計
と
、

一
筆
耕
地
が
所
在
す
る
地
字
ご
と
の
属
地
別
集
計
を
グ

ロ
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
上
、
地
字
の
所
在
場
所
の
比
定
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
の
聞
き
取
り

の
E
B
d

調
査
に
よ
り
か
な
り
補
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
予
察
か
ら
、
勝
浦
川
上
流
に
展
開
す
る
野
尻
村
の
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
〉

127 
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検
地
帳
を
素
材
と
じ
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

こ
こ
で
、
検
地
帳
記
載
の
地
字
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
野
尻
村
で
は
二
三
ニ
の
地
字
が
地
租
改
正
期
に
は
一

O
の
改
正
新
小
字
(
現

下
の
小
字
〉
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
、
地
域
の
復
原
的
作
業
に
は
小
字
が
一
般
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治

初
年
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
上
の
小
字
が
近
世
段
階
に
お
け
る
地
字
(
小
地
名
)
を
正
し
く
継
承
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
が
残

る
。
こ
の
点
、
地
名
の
存
続
性
に
つ
い
て
実
証
的
な
検
証
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
土
。

ニ
、
野
尻
村
の
特
質

本
村
は
徳
島
県
の
中
東
部
を
東
流
L
て
紀
伊
水
道
に
注
ぐ
勝
浦
川
の
上
流
に
位
置
す
る
旧
村
で
、
現
在
は
勝
浦
郡
政
艇
町
に
属
す
る
。

さ
ん
ぶ
ん

藩
政
期
に
は
、
勝
浦
川
中
流
の
横
瀬
か
ら
上
流
の
山
村
は
す
べ
て
徳
島
藩
の
御
蔵
地
に
編
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
勝
浦
山
分
を
統
轄
す
る
与

せ

づ

た

り

の

い

ち

う

頭
庄
屋
が
北
隣
の
瀬
津
村
に
置
か
れ
、
福
原
・
野
尻
・
久
保
・
樫
原
・
田
野
々
・
市
宇
・
八
重
地
の
各
村
は
、
行
政
村
と
し
て
の
福
原
七

カ
村
を
構
成
し
て
い
た
。

野
尻
部
落
の
昭
和
五

O
年
の
戸
数
お
よ
び
人
口
は
、
三
三
戸
・
一
五
九
人
で
、
明
治
三
年
(
一
八
七

O
〉
の
五
五
戸
・
二
一
一
二
人
に
比

較
し
て
も
著
し
く
少
な
い
(
5
Y

と
く
に
、

昭
和
三
五
年
(
一
九
六

O
)
以
降
の
戸
数
・
人
口
の
減
少
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
戸
(
減
少
率

三
五
%
)

一
一
八
人
(
同
四
二
・
六
%
)
で
、
過
疎
化
が
著
し
い
(
6
〉。

図
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
勝
浦
川
の
支
流
旭
川
の
南
斜
面
に
集
落
と
耕
地
が
立
地
す
る
。
集
落
の
南
よ
り
に
旭
川
の
小
支
谷
の
野
尻
谷

と
そ
の
上
流
部
で
あ
る
奥
谷
が
東
流
し
、
耕
地
の
海
抜
は
二
六

O
I三
七

0
メ
ー
ト
ル
で
、
集
落
内
の
比
高
は
比
較
的
小
さ
い
。

貞
一
字
三
年
(
一
六
八
六
)
の
村
高
は
一
一
一

0
・
二
一
九
石
?
〉
で
、
元
球
期
(
一
六
八
八

l
一
七

O
三
)
は
一
三
八
石
(
旦
、

文
化
一

O
年
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(
一
八
二
二
〉
は
一
四
八
・
六
石
(
土
で
、
生
産
力
の
上
昇
は
近
世

を
道
じ
て
綾
慢
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
貞
享
期
の
耕

地
面
積
(
田
・
畠
・
山
畠
)
は
一
一
町
八
反
八
畝
で
、
寛
政
期
(

七
八
九

i
一
八
O
O
)

の
そ
れ
は
一
八
町
八
畝
(
担
、

明
治
三
年
は

一
五
町
七
反
七
畝
(nv
同
二
二
年
(
一
八
八
九
)

は
二
四
町
七
反

野尻村の空中写真 (1973年)

一
畝
白
)
で
、
近
世
中
期
と
明
治
前
期
に
か
け
て
か
な
り
の
空
地
新

聞
や
畠
田
成
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
O
年
の
耕
地
面
積
一
九
町
一
反
の
六
二
%
が
国
で
、
果
樹

園
は
三
五
%
、

畑
は
五
克
と
少
な
い
白
〉
。

三
三
戸
の
農
家
の
四
五

%
が
農
産
物
販
売
額
の
第
一
位
部
門
を
稲
と
し
て
お
り
、
ゆ
ず
、
ゆ

養
鶏
が
一
二
%
で
あ
る
(
巴
。

野
尻

」
う
な
ど
の
果
樹
が
二
一
O
%
、

図 1

村
は
文
化
一
O
年
(
一
八
一
一
二
)
の
「
分
間
絵
図
」
日
υ
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
近
世
中
期
元
文
五
年
(
一
七
四
O
)
の
大
規
模
な
用
水

路
の
開
削
(
野
尻
用
水
)
に
よ
り
、
棚
田
の
卓
越
す
る
村
落
景
観
を

み
せ
る
。
」
の
こ
と
は
、
同
じ
勝
浦
山
分
に
位
置
す
る
八
重
地
村
(
勝
浦
山

分
の
最
央
部
)
や
、
瀬
津
村
(
勝
浦
川
最
上
流
域
で
広
大
な
殿
河
内
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御
林
が
置
か
れ
た

S
J
に
く
ら
べ
て
焼
畑
に
依
存
す
る
度
合
が
き
わ
め
て
低
い
〈
5
0
比
較
的
安
定
し
た
用
水
の
確
保
を
背
景
に
、
田
野

々
村
と
同
じ
く
、
水
稲
に
依
存
す
る
村
落
構
造
を
示
し
て
お
り
、
村
面
積
に
対
す
る
林
野
面
積
が
二
八
%
(
明
治
二
二
年
)
、
柴
草
山
(
採

草
地
)
が
二
・
八
%
、
こ
れ
に
対
し
耕
地
が
三
五
%
を
占
め
る
(
き
。

こ
の
よ
う
に
、
村
内
に
林
野
面
積
が
著
し
く
狭
陸
な
た
め
、
肥
草
供
給
源
を
田
野
々
村
の
入
会
山
(
野
山
)
に
求
め
る
よ
う
に
な
り
、

野
山
の
出
入
を
め
ぐ
っ
て
山
論
が
文
政
期
よ
り
多
発
し
て
く
る
自
立

、
近
世
前
期
に
お
り
る
耕
地
の
存
在
形
態

付

耕
地
の
品
等

勝
浦
山
分
で
は
貞
享
三
年
に
総
検
地
が
行
わ
れ
た
。
表
ー
に
は
、
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
た
全
耕
地
(
回
・
畠
・
山
白
田
)
と
居
屋
敷
四
九

九
筆
に
つ
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
回
が
三
九
%
(
四
町
五
反
二
畝
)
、
白
田
四
四
%
(
五
町
八
畝
)
、
山
畠
一
七
%

(
二
町
歩
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
文
五
年
に
お
け
る
野
尻
用
水
開
削
以
前
の
耕
地
状
況
を
示
し
て
お
り
、
貞
享
期
で
は
畑
作
が
や
や
卓
越

し
て
い
た
。

山
畠
に
つ
い
て
は
、
「
山
畠
与
申
上
候
土
地
ニ
相
生
侯
木
草
切
払
焼
捨
跡
へ
稗
粟
小
豆
ノ
雑
穀
物
蒔
付
仕
両
三
年
之
内
相
作
仕
候
後
ハ

其
地
へ
荒
置
又
拾
五
年
弐
拾
年
間
経
候
得
ハ
巳
前
之
通
切
払
仕
義
ニ
御
座
侯
仰
市
山
畠
与
相
名
付
置
申
義
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
明
治
四
年

の
史
料
品
〉
か
ら
判
断
し
て
山
畠
は
、
勝
浦
山
分
で
は
伐
畑
(
焼
畑
)
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
検
地
帳
か
ら
石
盛
を
検
討
す
る
と
、
田
は
上
上
五
斗
、
中
上
四
斗
、
下
二
・
七
斗
、
下
下
下
二
斗
で
あ
る
。
畠
は
上
上
三
・

O

斗
、
最
下
位
の
下
下
下
が

0
・
三
斗
で
回
に
く
ら
べ
て
著
し
く
低
い
。
居
屋
敷
は
三
・
二
一
斗
と
高
く
、
山
畠
は
二
・
七
斗
と
低
い
。



貞享3年 (1686)野尻村田・畠等級別面積・石高

田 t田
等 級

数| 数|主医 面 F責 石 高 筆 面 積 石 高

畝歩 石 l日b、 % 畝歩 % 石 s-
上 上 28 73. 00 16.1% 10. 950 19.1 23 7. 27 13.8 6. 701 

上 35 83. 24 18.4 11. 641 20.3 34 98. 15 19.3 6. 982 25.4 

上 下 52 97. 06 21. 5 14. 536 25.4 20 55. 12 10.8 4. 496 16.4 

中 上 33 73. 07 16.2 8. 268 14.4 19 47. 12 9.3 3. 396 12.4 

中 24 59. 25 13.1 6. 481 11. 3 19 34. 06 6.7 1. 761 6.4 

中 下 23 30. 01 6.6 2. 976 5.2 9 29. 27 5.8 1. 196 4.4 

下 上 10 17. 24 3.8 1. 462 2.6 14 25. 06 4.9 756 2.8 

下 6 6. 27 1.4 296 0.5 17 24. 09 4.7 486 1.8 

下 下 3 5. 24 1.2 379 0.7 24 43. 12 8.5 628 2.3 

下々下 5 34 I 79. 03 I 15.6 I 1側| 3.8 

計 219 145221| 100.0 157. 295 1 213 150809| 00.0 127ω| 100.0 (2.02) (2.11) 

山 畠 41 200. 24 (4.26) 1. 672 

居屋敷 26 27. 27 (2.02) 2. 890 

表 1

叫
配
爪
R
凶
刊
仙
件

Q
裂
薬
品
川
会
お

υ品定
M
h
断
匝
制
局
'
E
Q
E拭
程
割
問

)内の数字は 1筆平均の面積(単位畝)②(  ①貞享3年検地帳より作成注

同
問
H



132 

田
の
品
位
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
石
高
の
六
五
%
が
上
位
、
中
位
三
一
%
、
下
位
四
%
、
最
下
位

0
・
五
%
で
あ
る
。
面
積
で
は
、

土
位
が
五
六
%
、
中
位
三
六
%
、
下
位
六

Z
、
最
下
位
一
%
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
回
の
石
高
・
面
積
と
も
約
六
割
が
上
位
に
属
す
る
わ

け
で
、
生
産
性
の
高
い
回
が
多
い
。

一
方
、
畠
は
、
上
位
が
石
高
六
六
%
、
面
積
四
三
%
、
中
位
が
そ
れ
ぞ
れ
二
三
%
・
二
二
%
、
下
位
が
七
%
・
一
八
%
、
最
下
位
が
四
一

%
・
一
六
%
で
、
田
に
く
ら
べ
上
位
の
面
積
率
は
か
な
り
低
い
が
、
石
高
で
は
三
分
の
二
に
達
す
る
。
し
か
し
、
下
位
・
最
下
位
な
ど
の

田
周
辺
に
開
添
し
た
自
然
的
条
件
の
悪
い
畠
が
面
積
の
三
四
沼
を
占
め
る
。

亡3

耕
地
の
枚
数

一
筆
耕
地
は
、
棚
田
や
段
畑
と
い
う
地
形
的
条
件
を
反
映
し
て
、
さ
ら
に
何
枚
か
の
耕
地
の
集
合
体
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
場
合
が
多
干

ぃ
。
検
地
帳
の
一
筆
耕
地
が
何
枚
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
は
、
検
地
帳
か
ら
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
地
租
改
正
期
の
丈
量
作
業

の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
「
明
治
九
年
丙
子
九
月
実
地
丈
量
見
取
絵
図
」
(
思
か
ら
、

耕
地
の
枚
数
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

検
地
帳
記
載

の
一
一
一
一
一
一
一
の
地
字
は
、

一
O
の
新
し
い
小
字
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第
二
号
字
下
野
の
状
況
を
検
討
し
よ
う
。

一
筆
平
均
は
三
畝
二
九
歩
で
、
三
・
二
二
枚
で
構
成
さ
れ

る
が
、
畦
畔
で
区
切
ら
れ
る
一
枚
の
面
積
は
一
畝
七
歩
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
畠
五
九
筆
(
一
町
一
畝
一
四
歩
〉
の
一
筆
平
均
は
一
畝
二

一
一
一
一
一
筆
(
四
町
五
反
二

O
歩
)
の
回
は
、
二
一
六
四
枚
か
ら
な
っ
て
い
る
。

一
歩
で
、

一
・
八
枚
か
ら
な
り
、

一
枚
の
面
積
は
二
八
歩
と
田
よ
り
も
小
さ
い
。
居
屋
敷
二
ハ
筆
(
七
反
一
八
歩
)
の
一
筆
平
均
は
四
畝

一
筆
す
べ
て
一
枚
か
ら
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
回
畠
が
複
数
の
枚
数
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
一
歩
で
、

田
の
三
七
%
(
四
二
筆
)
と
畠
の
四
九
%
(
二
九
筆
〉
が
一
枚
の
耕
地
か
ら
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
斜
面
の
傾
斜
が
大
き
い
ほ
ど
多
く
の
枚
数
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
字
下
野
(
検
地
帳
地
字
岩
屋
ノ
元
〉

一
三
五
番
の
田
五
畝
二



八
歩
(
持
主
木
内
峯
五
郎
)
は
二
六
枚
か
ら
な
っ
て
お
り
、
最
大
が
二
一
坪
八
合
、
最
小
は
一
坪
二
合
五
勺
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
百

八
番
(
検
地
帳
地
字
烏
井
)
の
畠
三
畝
二
一
歩
(
持
主
新
聞
万
平
)
は
、
六
枚
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
最
大
は
二
三
坪
七
合
五

勺
、
最
小
は
八
坪
八
合
五
勺
で
あ
る
。

表
1
の
田
の
等
級
別
面
積
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
田
の
一
筆
平
均
面
積
は
二
畝
一
八
歩
、
中
田
が
二
畝
一
歩
、
下
回
-
一
畝
一

/犬、

歩
、
下
下
回
一
畝
と
い
う
よ
う
に
、
等
級
が
下
が
る
ほ
ど
一
筆
面
積
が
小
さ
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
水
利
条
件
の
よ
い
緩
斜
面
に
上
回
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が
、
条
件
の
悪
い
急
斜
面
や
日
陰
斜
面
に
中
下
回
が
多
く
、
畦
畔
に
よ
っ
て
細
か
く
区
切
ら
れ
て
い
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。

日
明

検
地
帳
地
字
の
復
原

表
2
は
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
る
田
・
畠
・
山
畠
を
地
字
別
・
等
級
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
三
三
の
地
字
の
う
ち
、
回
が
あ
る

も
の
が
八
七
(
六
五
%
)
、
畠
が
所
在
す
る
も
の
が
九

(
六
八
%
)
、
山
畠
が
二
五
(
一
九
%
〉
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
回
の
み
で
構
成
さ

(
一
一
二
%
〉
、
畠
の
み
が
三
九
(
二
九
%
〉
、
山
畠
の
み
が
六
(
五
%
〉
で
あ
る
。
ま
た
、

田
と
畠
で
な
る
も
の
四
一

れ
る
地
字
が
四

(
一
一
二
万
)
、
田
と
自
国
と
山
畠

(
八
%
)
、
畠
と
山
岳
二
(
二
%
)
、
田
と
山
畠
三
(
二
%
〉
で
あ
る
。

一
三
三
地
字
の
所
在
場
所
を
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
、

四
一
%
に
あ
た
る
五
四
の
地

字
の
所
在
場
所
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
う
ち
、
田
八
七
の
う
ち
三
七
(
四
三
%
)
が
、
畠
九
一
の
う
ち
三
五
(
三

九
%
)
、
山
昌
二
五
の
う
ち
一
四
(
五
六
%
)
が
ほ
ぼ
比
定
で
き
た
の
で
、
こ
れ
を
図
2
に
示
し
た
。

図
2
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
野
尻
用
水
よ
り
低
位
に
多
く
の
地
字
が
集
中
し
て
お
り
、
と
く
に
、
野
尻
谷
川
の
北
・
南
斜
面
が
主
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要
耕
地
を
構
成
し
て
い
る
。
前
述
の
文
化
一

O
年
「
分
間
絵
図
」
に
は
農
耕
や
民
間
信
仰
と
深
く
結
び
つ
い
た
小
杷
が
数
多
く
記
さ
れ
て

い
る

a〉O
字
中
野
付
近
に
は
、

薬
師
堂
・
観
音
堂
と
山
神
(
二
座
)
が
、
字
上
野
周
辺
に
は
、
権
現
と
山
神
(
一
座
)
、

字
影
に
は
野
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-山畠面積筆数
上畠|中畠|下申計|筆数|吋l田判筆数11山岳|筆数|自長

1. 00 111 51. 00 7 12.06 

4.18 4.18 2 18 9.18 7 7.00 1 

2.06 2.06 2 1.15 6.24 4 1. 00 1 1. 00 

4.03 2 

3.18 3.18 2 

::~~I 
6.09 5 6.00 3 

1. 00 1. 00 1 2.0 4.18 6 

3.00 5.21 8.21 5 8.21 9.03 6 

1. 06 1 

2.09 2.09 3 7.24 10 

4.18 3 

15.18 15.18 6 5.21 27.09 15 

1. 09 1.09 1 4.27 2 2.00 1 

3.12 7 

27 27 2 10.06 811 11. 00 2 

12.15 3.21 4.27 21. 03 6 12.03 22.09 7 7.00 2 5.00 

5.21 2 

3.00 3 

09 1 3.00 1 3.00 

16.18 16.18 5 11.121 28.18 6 3.00 1 1. 00 
15 1 

18 18 1 4.21 8 

8.24 28.21 7.03 44.18 10 18.18i 45.09 11 2.00 1 

2.15 2.15 2 11. 03 5 

5.15 5.15 2 10.21 4 

4.00 1 

12 1. 00 1.12 3 12 15.12 10 

12.29 7.06 20.05 8 2.09 22.14 10 

1.12 4.00 2 4.00 14.12 7 

2.27 1 

1. 21 09 06 2.06 3 09 12.21 11 

7.06 3 

1.18 1.18 1 6.00 4 

06 06 1 2.21 3 

8.15 8 
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表 2地字別田・畠

1 I 54 黒 岩 x 畝歩 1. 001 1. 001 111 

2 I 1 橋詰 x 211 4.091 5.001 5 

3 I 2 岩屋の本岩屋ざこ 4. 181 1 4. 181 2 

下 4 小谷尻 x I 4・ ~~I !・031 2 
5 I 3 ずん坂 o 1 2.211 2.211 3 

6 1 6 み山 o 1 3.12 悩[ 5 
717 松ノ下松ノ平 121， 121 1 

野 8 屋ゆ田 x 11 1. 061 1 1. 061 111 
9 いぢノ本 x(市字村)11 271 4. 181 5. 151 7 

10 丸田 x 2. 151 2.031 4. 181 3 

11 I 26 かり屋敷 x 10.031 1. 181 1 11.211 9 

I I ~~ 鎚ゑどノ本 x 1 3.1~ 3.1~ 1 
13 下江ノ谷 x 181 2. 241 3. 121 7 

14 井ノ谷 o 1 9.03! 06¥ 9.09 

片山 15 片 山 o 1 1. 061 1. 06 

16 谷 x I 5.211 1 5.21 

18 水口 x 091 09 

19 はざ o 112帥 1川

20 はざ松ノ下松ノ平 151 151 1 
中野 分
21 1 50 ひしぢ x 1 4. 031 1 4.031 7 

22 1 40 ひらま o 211 211 1 

23 46 え屋ま × 3.121 5.06 3 

日浦 24 48 いちいノ本 × 5.06 r 5. 2 

25 漆ノ谷漆ノ i毒 4.00 I 

26 49 鍛冶谷かじぐる 14.00 7 

27 52 かぢや O 2.09 2.09 2 

28 60 ヨ| 地 O 7.24 2.18 10.12 5 

29 やかきノ本 × 2.27 2.27 

30 61 やしき田 O 10.15 10.15 

31 』土カミど × 7.06 7.06 
上野 32 64 商のほて O 2.09 2.03 4.12 

33 65 奥 谷 O 2.15 2.15 

34 むかい 向井姓あり 4.03 4.12 8.15 
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畠
成

山
回数筆

白
田

1 

畠州国畠計岡山

吋 ~I

2.00 

ハリハU• ワu

l
I
d
i
-
-
I
l
l
i
q
-
-
l
i
l
-
H
U
G
-
-

ハU
A

U

噌

i

r

t

•• ヴ

，

ヮ

“

2.03 

22.05i 

12 

畠|下

。

。

。

L

噌

E
4

噌

E
4

↑
・
噌

E
A

上

15i 

16.02 
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制字時的特|叫上回|中昨回i同計
36 前 田前回姓あり 21. 00 21. 00 7 

37 尾崎ノ前 × 2.09 2.09 1 

38 大い地 × 4.12 4.12 

39 風呂ノ本 田野々村i 3.QO 3.00 

40 新 回 × 13.00 13.00 5 

41 竹ノ下竹ノ前 3.24 3.24 2 

42 梅ノ本 × 2.21 2.12 2 

43 新き谷 × 9.09 9.09 2 

44 下新かい × 7.09 7.09 1 

中野 45 大石ノ前 O 3.09 9.00 12.09 4 

46 下 坪 × 11.15 11.15 3 

47 66 西 田 O 5.12 5.12 2 

48 大 石 O 3.15 4.21 8.06 3 

49 67 柳のさか × 4.03 4.03 1 

50 68 松かりのき × 4.27 4.27 2 

51 69 くろノ本 × 4.24 4.24 2 

南浦 52 70 筋かい × 3.12 3.12 2 

一53 7r 原一 一一。 TL27 11.-27 5 

54 次 丸 × 4.09 4.09 2 

55 壱つ田 × 24 24 1 

56 中つ田 × 3.03 3.03 1 

57 72 堂ノ前 O. 3.06 3.06 1 

58 76 南 浦 O 2.18 2.18 2 

59 宮ノ西 O 1. 27 5.03 7.00 3 

60 81 堂ノ後 × 1.15 1.15 1 

影 61 堂ノ上 × 1. 24 1. 24 1 

62 ひかい地 × 2.06 2.06 1 

63 9 家ノ上 × 18 18 1 

64 80 家ノ西 × 2.08 2.08 3 

家ノ後 × 03 03 1 

4.00 4.001 1 

67 84 中うね O 2.00 2.00 1 

上影 68 I 86 ゑ が江ケ廻 2.00 2.00 1 

森岡× 4.211 4.21 1 
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上畠|中畠|下畠|畠計|筆数|畠叫田畠咋数11山畠|筆数|自長
1 1. 001 211 11 311 

27 17 1 7.15 5 

4.21 1 

11.12 2 

18 18 21 16.00 4 

21. 06 6.21 1.18 29.15 8 1. 24 30.18 11 

10.12 3 

11. 00 3 

3.15 1 

4.18 1 

7.18 211 10.00 1 10.00 

2.09 1 

6.12 2 

4.09 1 

11. 04 5 

7.12 1 

2.24 1 

3.00 3.00 6.06 2 2.00 1 

9.00 2 

1. 00 1 

43.09 2.06 1.15 47.00 15 7.06 47.00 15 

1. 03 1. 03 1 1. 03 1 

1.15 1.15 1 1.15i 1.15 3 

1.12 1.12 1.12 1 

7.09 1. 21 9.00 1 9.00 1 

1.12 3.21 5.03 3 5.03 3 

2.00 15 2.15 3 2.15 3 

4.09 1.12 21 6.12 3 6.12 3 

18 18 1 18 1 

1. 03 1. 03 2 1. 03 2 

21 21 1 21 1 

2.24 3.24 6.18 4 6.18 4 

2.03 19.06 21. 09 4 5.24 21. 09 4 

3.15 7.12 24 11. 21 6 9.24 11.11 6 

2.00 1 2.00 
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掛骨髄知的地名1上回卜咋田1回tl
1 70 1 87 I家ノ本 1 x 11 24

1 1 
24
1 

71 88 円 地 × 5.15 18 151 6.18 4 

影 72 かど石 O 4.21 4.21 1 

73 平 垣 O 8.03 3.09 11.12 2 

74 89 岡ノ商 × 3.06 11.18 2 

75 18 家ノ下 × 1. 03 1. 03 3 

76 門久保 × 10.12 10.12 3 

77 曽 根回野々村 11. 00 11. 00 3 

久 78 かきせまつ × 3.15 3.15 1 

79 淵ノ本 O 4.18 4.18 4.18 1 

80 36 中 高 × 7.18 7.18 2 

81 小源田 × 2.09 2.09 1 

82 華 × 5.03 1. 09 6.12 

83 小中次 こなかづ 4.09 4.09 

保 84 栗 z仁三ミy 栗 ノうね 4.25 6.09 11. 04 5 

85 みせまち O 7.12 7.12 1 

86 う ね × 2.24 2.24 1 

87 80 とちの久保 O 3.06 3.06 1 

4 ならき松 × 

5 滝 下 × 

10 し、 内 × 

11 松の下地 × 

12 ，鳥 井烏ノ段

13 梅ノ木 × 

14 家ノ北 × 

15 下 地 O 
16 川原畠 × 

17 宮の久保 O 
18 道ノ坂 × 

19 月 ノ坂っちのさこ

20 中 他 × 

21 古屋敷 O 
22 家ノ前 × 

23 はせ う × 

24 木屋けノ本 × 
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上畠|中畠|下畠|畠計同11吋|時計|判|山畠|叫長
4.15 
!II 15.00 15 2 15.00 2 

2.00 

30.0 

4.15 4.15 1 4.15 1 4.15 

15 15 1 15 1 

15.00 

1. 00 2.00 3.00 4 4 

2.09 2.09 1 2.0 

5.121 9.18 2 11. 0 15. 2 

2.00 2.00 1 2. 1 

18 18 1 1 

2.21 2.21 1 2.21 111 17.00 

8.00 8.00 2 8.00 d 
2.00 2. 1 1. 00 

10.12 2 2 

4.00 06 4. 2 4.06 2'， 

12.001 12. 3 2.2711 12.00 3 

27 27 1 

9.24 9. 
~II 

9.24 3 

13. 1. 03 13.21 5 

2.06 2. 2.06 

03 l 03 03 1 

18 1 18 1 

4.24 4. 2 06 4.24 

12 1 12 

2 

7.15 7.15 2 7. 21 

ん巴刊叫叫51+十凶l1ト1η7(77筆)1(47筆)1(89筆)筆 (73筆)笥|

ものかまたは不明なものを示す。

郎三氏からの聞き取り調査による。

1 

1 1. 00 

4 23.00 

1 

2 1. 00 

2 

1 10.00 

畝
41 94.06 
筆 (19筆)
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31 夜ノ上 × 

32 井桑 ノ谷 × 

お なしんかは 桑のさこ

34 月之坂道ノ × 

35 下打 置 O 

37 国ノ下 × 

39 まとば × 

40 かぢやノ向 × 

41 子の屋敷 × 

42 L 、 li O 
43 口口九郎地 × 

46 官 道 O 
50 松葉たを O 
51 かぢや後 O 
52 かちくち × 

53 

討下西分議寺谷
× 

54 × 

55 × 

56 岸ノ下 × 

59 かぢやしき O 
60 松ノ下地 × 

70 尾はな O 
71 山かりのは × 
な

72 出 口 × 

74 庵たな庵のもと

75 た を × 

76 太郎地 O 
82 褒ノ後奈ノ下

小字数小字数 畝 畝

87 91 254.00 107.20 35. 181452. 21 219 
(115筆)(57筆)(24筆) 筆

注①貞享3年野尻村検地帳(上勝町役場蔵)より作成

②現小地名欄のO印は現在その場所を比定し得るもの x印は比定し得ない

③検地候小字名と現小地名との比定は野尻部落の岩本安雄・氏吉明・岸吉三
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←十~z

図
ト'"

冊
州
都
革
-
菊
間
難
8
帽
蔭
8
3‘札
前

尻
村
の
氏
神
で
あ
る

八
幡
神
社
と
鎮
守

が
、
ま
た
字
久
保
に

は
、
山
神
と
地
蔵
が

そ
れ
ぞ
れ
二
座
と
、

大
山
大
権
現
が
鎮
座

し
て
い
る
。

伺

田
所
在
の
復

原
表
2
は
、
田
の
検

地
順
に
従
っ
て
地
字

別
に
田
畠
山
畠
の
面

積
・
筆
数
と
畠
田
成

-
山
畠
田
成
を
集
計

し
た
も
の
で
あ
る
。

検
地
帳
の
団
地
字
配

列
に
は
一
定
の
順
序



が
認
め
ら
れ
る
。
八
七
の
回
の
所
在
す
る
地
字
の
う
ち
、
比
定
す
る
こ
と
の
で
き
た
三
七
地
字
の
所
在
場
所
を
現
小
字
の
字
界
と
照
合
す

る
と
、

お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
る
。

ハ
円
①
「
黒
岩
」
t
⑪
「
か
り
屋
敷
」
は
現
字
下
野
。

。
⑫
「
ゑ
ど
ノ
本
」
1
⑬
「
水
口
」
は
字
片
山
。

同
⑬
「
は
ざ
」
1
@
「
ひ
ら
ま
」
は
字
中
野
。
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帥
@
「
え
屋
ま
」
1
@
「
鍛
冶
谷
」
は
字
日
浦
。

同
@
「
か
じ
ゃ
」
t
@
「
梅
ノ
木
」
は
字
上
野
。

的
@
「
新
き
谷
」
1
@
「
西
田
」
は
字
中
野
。

帥
⑬
「
大
石
」
1
@
「
中
つ
回
」
は
字
南
浦
。

的
@
「
堂
ノ
前
」
l
@
「
家
ノ
後
」
は
字
影
。

帥
@
「
柳
ノ
本
」
1
@
「
家
の
本
」
は
字
上
影
。

肋
@
「
門
地
」
1
@
「
平
垣
」
は
字
影
。

白
@
「
岡
ノ
西
」
1
@
「
み
せ
ま
ち
」
は
字
奥
谷
。

白
@
「
う
ね
」
l
@
「
と
ち
の
久
保
」
は
宇
久
保
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
田
の
検
地
縄
打
ち
は
、

ま
ず
、
村
の
最
東
端
で
最
低
位
に
位
置
す
る
字
下
野
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
次
い
で
字
片
山
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↓
字
中
野
↓
字
日
浦
↓
字
上
野
↓
字
中
野
↓
字
南
浦
↓
字
影
↓
字
上
影
↓
字
影
↓
字
奥
谷
↓
字
久
保
と
い
う
順
序
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
東
の
低
位
の
田
(
二
五

O
I三
五

0
メ
ー
ト
ル
)
か
ら
西
の
最
高
位
の
回
(
四
五

O
I六
0
0
メ
ー
ト
ル
)
に
向
っ
て
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検
地
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
途
中
、
新
造
谷
・
奥
谷
を
結
ぶ
線
の
北
斜
面
か
ら
南
斜
面
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
表
か
ら
田
の
等
級
分
布
を
現
小
字
別
に
検
討
す
れ
ば
、
次
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

付
字
下
野
に
は
中
田
が
多
い
(
中
田
率
五
二
%
〉
。

同
字
片
山
は
中
・
下
回
の
み
で
あ
る
(
中
田
率
六
五
%
)
。

同
字
中
野
は
中
・
上
田
が
集
中
す
る
(
中
田
率
六
八
%
、
上
回
率
三
二
%
)
。

同
開
字
上
野
は
上
回
が
集
中
す
る
(
上
田
率
八
六
%
)
。

国
字
日
浦
は
上
・
中
田
の
み
で
あ
る
(
上
田
率
七
一
%
、
中
田
率
二
九
%
〉
。

的
字
南
浦
で
は
上
・
中
田
の
み
で
あ
る
(
上
田
率
六
九
%
、
中
田
率
二
二
%
〉
。

帥
字
影
は
上
・
中
・
下
回
に
分
散
す
る
(
上
回
率
五
四
%
、
中
田
率
三
三
%
、
下
回
率
一
三
%
)
。

刊
字
上
影
は
上
・
下
回
の
み
で
あ
る
(
上
田
率
三
九
%
、
下
回
率
六
一
%
)
。

ω字
奥
谷
は
上
田
が
圧
倒
的
に
多
い
(
上
田
率
七
三
%
、
中
田
率
二
七
%
)
0

ωw宇
久
保
で
は
中
・
下
回
の
み
で
あ
る
(
上
田
率
四
七
%
、
下
回
率
五
三
%
〉
。

つ
ぎ
に
、
検
地
帳
地
字
単
位
で
田
の
分
布
状
態
を
み
る
と
、

一
反
以
上
分
布
す
る
も
の
は
、
「
か
り
屋
敷
」
「
は
ざ
」
「
鍛
冶
谷
」
「
引

地
」
「
や
し
き
田
」
「
中
宗
」
「
前
田
」
「
新
田
」
「
下
坪
」
「
原
」
「
平
垣
」
「
円
久
保
」
「
曽
根
」
「
栗
宗
」
の
一
四
地
字
で
、
六
八
筆
・
二
町

一
反
二
畝
一
六
歩
で
回
総
面
積
の
四
五
%
に
達
す
る
。

い
ず
れ
も
、
新
造
谷
と
奥
谷
に
沿
う
水
懸
り
の
よ
い
地
形
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
地

字
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上
回
が
七
六
%
を
占
め
る
こ
と
は
、
図
面
積
が
大
き
い
地
字
は
、
生
産
性
の
良
い
田
が
多
く
分
布
す
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。



一
方
、
@
「
む
か
い
」
か
ら
⑬
「
下
坪
」
ま
で
と
、
@
「
門
久
保
」
か
ら
@
「
み
せ
ま
ち
」
も
回
の
み
で
構
成
さ
れ
る
。
田
の
み
の
地

字
の
一
筆
平
均
田
面
積
は
二
畝
一
四
歩
で
、
固
と
畠
か
ら
な
る
地
字
の
そ
れ
の
一
畝
三
歩
の
二
倍
の
広
さ
で
あ
る
。
田
の
み
の
地
字
に
お

け
る
回
面
積
二
町
五
反
一
畝
四
歩
・
一

O
二
筆
(
回
総
面
積
の
五
三
%
)
の
う
ち
、
上
回
は
四

O
Z、
中
田
三
二
%
、
下
回
二
八
%
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
田
と
畠
で
構
成
さ
れ
る
地
字
の
田
面
積
二
町
一
畝
一
七
歩
・
一
一
八
筆
(
同
四
四
%
)
の
う
ち
、
上
田
は
、
四
九
%

中
田
三
二
%
、
下
回
一
九
%
で
あ
る
。

近世前期の阿波国野尻村における耕地の存在形態

以
上
の
分
析
か
ら
、
田
の
み
か
ら
な
る
地
字
に
お
け
る
一
筆
面
積
は
田
と
畠
か
ら
な
る
地
字
の
二
倍
あ
り
、
逆
に
、
田
・
畠
の
地
字
で

は
、
上
田
率
が
田
の
み
の
地
字
よ
り
も
か
な
り
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

伺

白
田
所
在
の
復
原

畠
が
所
在
す
る
地
字
は
九
一
あ
る
。

一
方
、
田
と
畠
か
ら
な
る
地
字
が
四
一
あ
り
、
白
固
と
山
自
由
の
み
か
ら
な
る
地
字
は
二
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
面
積
は
四
畝
二
七
歩
(
畠
総
面
積
の
九
%
)
で
あ
る
。
田
と
畠
か
ら
な
る
地
字
に
は
畠
面
積
の
五
四
%
が
、
畠
の
み
か
ら
な
る
地
字

に
は
五

O
Mが
そ
れ
ぞ
れ
所
在
す
る
が
、

一
筆
平
均
面
積
で
は
前
者
が
二
畝
六
歩
、
後
者
が
二
畝
二
四
歩
で
、
後
者
の
方
が
か
な
り
大
き

し、。
固
と
自
国
か
ら
な
る
地
字
の
畠
面
積
の
う
ち
、
上
畠
は
四
二
%
、
-
中
白
田
二
六
%
、
下
畠
一
三
一
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
畠
の
み
か
ら
構

成
さ
れ
る
地
字
吉
田
検
地
順
位
④
「
な
ら
き
松
」
か
ら
⑫
「
夜
ノ
後
」
ま
で
の
四
五
地
字
〉
に
お
け
る
畠
面
積
の
う
ち
、
上
畠
は
四
一
%
、

中
畠
二
二
%
、
下
自
国
三
七
克
で
、
畠
の
等
級
に
つ
い
て
は
、

田
と
混
在
す
る
地
字
と
畠
の
み
か
ら
な
る
地
字
に
よ
る
等
級
上
の
差
異
は
ほ

145 

と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

な
お
、
近
世
前
期
段
階
で
は
、
字
片
山
、
字
下
野
上
〈
い
ず
れ
も
村
の
東
部
〉
、
字
日
浦
、
字
上
野
(
中
部
の
南
斜
面
〉
、
字
上
影
、
字
奥



146 

谷
、
字
久
保
〈
西
部
の
北
・
南
斜
面
)
な
ど
水
懸
の
悪
い
地
区
に
は
段
畑
が
広
範
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

貞
享
検
地
帳
に
は
田
成
し
た
耕
地
に
つ
い
て
は
貼
紙
が
付
せ
ら
れ
、
年
代
・
面
積
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
素
材
と
し
て
集

計
す
る
と
、
畠
よ
り
の
回
成
面
積
は
、
畠
面
積
の
三
二
%
に
あ
た
る
七
三
筆
・
一
町
六
反
三
畝
ハ
一
筆
平
均
二
畝
七
歩
〉
あ
る
。
回
と
畠

か
ら
な
る
地
字
に
お
け
る
畠
田
成
が
五
四
%
を
占
め
、
畠
の
み
か
ら
な
る
地
字
に
お
け
る
そ
れ
の
四
六
%
よ
り
も
多
い
。

五
畝
以
上
の
畠
田
成
の
み
ら
れ
る
地
字
は
「
ひ
ら
ま
」
「
片
山
」
「
は
ざ
」
「
い
ば
」
「
は
せ
う
」
「
い
内
」
「
松
ノ
下
」
「
か
り
屋
敷
「
「
南

浦
」
の
九
つ
で
、

い
ず
れ
も
、
弁
ノ
谷
・
野
尻
谷
・
奥
谷
な
ど
の
小
渓
谷
よ
り
も
地
形
的
に
高
い
位
置
を
占
め
る
。

一
方
、
畠
田
成
の
み
ら
れ
た
地
字
に
お
い
て
、
畠
の
み
で
構
成
さ
れ
る
地
字
の
畠
面
積
の
五
三
%
が
、
田
と
畠
か
ら
な
る
地
字
の
畠
面

積
の
四
O
M
が
そ
れ
ぞ
れ
畠
田
成
し
て
い
る
。
し
か
も
、
前
者
で
は
畠
面
積
の
四
七
%
が
、
後
者
に
お
い
て
も
畠
面
積
の
四
六
%
が
上
畠

で
占
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
畠
田
成
が
行
わ
れ
た
地
字
で
は
、
生
産
性
の
高
い
上
畠
の
占
め
る
比
率
が
高
く
、
用
水
の
確
保
が
で
き

れ
ば
、
田
成
が
可
能
な
畠
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

的

山
畠
所
在
の
復
原

前
述
の
よ
う
に
、
野
尻
村
で
は
山
畠
面
積
は
き
わ
め
て
小
さ
く
、
「
黒
岩
」
「
月
之
坂
道
ノ
下
」
「
松
葉
た
を
」
「
ま
と
ば
」
に
ま
と
ま
っ

て
所
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
田
と
山
畠
か
ら
な
る
地
字
に
所
在
す
る
も
の
が
六
O
%
を
占
め
る
。
畠
・
山
畠
か
ら
な
る
地
字
に
一
ム
ハ
克
、

山
畠
の
み
で
構
成
さ
れ
る
地
字
に
コ
二
%
あ
り
、
聞
と
混
在
す
る
場
合
が
多
い
。

山
畠
か
ら
の
田
成
面
積
は
一
九
筆
・
九
反
四
畝
六
歩
あ
り
、
山
畠
面
積
の
四
七
%
が
回
成
し
た
。
こ
の
う
ち
、
田
と
混
在
す
る
地
字
に

お
け
る
回
成
が
最
も
多
く
、
田
周
辺
の
山
畠
が
田
成
さ
れ
る
場
合
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



困
、
耕
地
保
有
形
態
と
村
落
構
造

付

分
付
関
係

貞
享
検
地
帳
に
は
居
屋
敷
二
六
筆
・
二
反
七
畝
二
七
歩
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
七
筆
・
一
反
七
畝
六
歩
(
六
三
%
)
に
分
付
記

載
が
み
ら
れ
る
。
居
屋
敷
以
外
に
は
分
付
記
載
は
全
く
存
在
し
な
い
。
表
3
に
示
し
た
よ
う
に
分
付
主
は
一

O
人
、
分
付
百
姓
は
一
七
人

近世前期の阿波国野尻村における耕地の存在形態

で
あ
る
。
近
世
村
落
成
立
期
段
階
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
分
付
記
載
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
分
付
主
の
う
ち
八
右
衛
門
(
保
有
規
模
三
反
七
畝
九
歩
)
は
、
次
郎
古
ロ
ハ
同
四
反
九
畝
二
二
歩
〉
、
次
郎
右
衛
門
ハ
五
反
三
畝

二
四
歩
)
、
八
蔵
(
二
反
一
一
一
歩
〉
の
三
人
の
分
付
百
姓
を
も
っ
て
い
る
。
次
郎
吉
、
次
郎
右
衛
門
は
分
付
主
よ
り
も
保
有
面
積
が
大
き

ぃ
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
分
付
百
姓
は
分
付
主
に
対
し
て
隷
属
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
分
付
主
で
あ
る
初
期
本
百
姓
層
か
ら
自

立
し
た
小
農
と
の
聞
の
村
落
内
部
に
お
け
る
社
会
的
関
係
を
示
し
た
も
の
と
考
え
る

aヨ

∞ 
階
層
別
耕
地
保
有
状
況

表
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
検
地
名
負
人
は
全
部
で
三
四
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
居
屋
敷
持
ち
は
こ
三
人
(
六
八
克
)
で
あ
る
。
石
高

五
石
以
上
ハ
保
有
規
模
五
反
以
上
)
を
石
高
上
層
と
す
れ
ば
七
人
ハ
二
一
%
〉
、
二

t
五
石
(
同
三

t
五
反
)
を
中
層
と
す
れ
ば
一
四
人

ハ
四
一
%
)
、
二
石
未
満
ハ
一
一
一
反
未
満
〉
を
下
層
と
す
れ
ば
二
二
人
(
三
八
%
〉
を
占
め
る
。

近
世
を
通
じ
て
生
産
力
の
低
か
っ
た
野
尻
村
に
お
い
て
は
、
隔
絶
し
た
石
高
(
保
有
規
模
)
を
も
っ
名
主
的
本
百
姓
は
存
在
せ
、
ず
、
八

147 

-
九
石
ハ
一
町
二
反
九
畝
)
を
持
つ
吉
右
衛
門
を
筆
頭
に
し
て
、
か
な
り
平
準
化
し
た
階
層
構
成
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
名
負

人
の
三
分
の
二
が
屋
敷
持
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
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表 3 貞享3年(1回6)野尻村階層構成

番号 名負人 |石

1

2

③

④

5
⑤

⑦

8
①

m
o
u
⑬

M
⑬

⑬

u
m
⑬
 

吉右衛門

伊兵衛

吉兵衛

記兵衛

吉十郎

宗松

安之丞

太郎右衛門

次郎官

八右衛門

久五郎

羽右衛門

次郎右衛門

長兵衛

吉太夫

伝兵衛

九兵衛

孫兵衛

左五右衛門

漆

本

1

桑

本

8

2

1

事
4

2

4

8

8

2

2

格

E

1

2

2

2

1

2

6

H
u
r
'
i
n
υ
A
U

句

d

a
告

ハ

リ

凸

ヨ

茶

F
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7

4

日
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2
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0

0

0
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u

n

u

n
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n
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q
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円
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噌

i
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一
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l
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J
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叫
判
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川

面

一

が
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日

鋭

広

町

町
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町
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一

j

自
国
一

L

l

z

田
一
|
|
詞
州
叫
判
州
吋
判
制

一
計
一
反
」

J

1

9

7

J

A

一

唱

i

咽

i

n

L

a

A

τ

数

3

4

1

4

筆畠

歩

∞

M

∞
∞

反

7

8

5

9

山

1

払

N
凶

'

i

Aリ

C
O
A
H
d
O
O

唱

i

n

v

鰯

1

1

1

b
u
r
-ム

Q
U
Q
U

弓

d

q

d

F

D

ヴ

d

ム
告
の
6

1

1

A
り
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λ
H
A
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噌

i
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3
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叶
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ω
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∞
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@ 徳兵衛 2.100 1. 912 24 1 712 71 1.106 4 212 212 361 30 1 

@ 勘十郎 2.095 2.209 18 1 812 6 812 2 809 2 500 718 200 291 13 

22 郷 力 1. 950 1. 521 1. 200 5 321 3 303 303 41 10 

@ 左平次 1. 857 2.715 100 11 1.100 7 715 7 500 2 18 18 371 22 

@ 千右衛門 1. 783 2.302 18 11 1. 015 71 1.128 11 524 524 70 2 

@ J¥ 蔵 1. 506 2.012 106 318 41 1. 518 6 200 200 171 27 

26 善四郎 986 1. 612 106 1. 312 5 200 1 421 321 100 12 2 

@ イ乍 助 860 1.106 21 1.015 3 100 100 

28 弥次兵衛 733 1. 409 12 1 927 6 400 2 715 509 200 12 3 

29 甚太郎 622 1. 600 600 21 1. 000 1 528 227 300 2 

30 六左衛門 573 921 921 1 115 115 20 

31 宝勝院 512 1.100 106 1 924 1 1.100 924 

32 菊 石 144 24 24 1 11 6 

@ 八三郎 60 115 6 1 109 1 2 

34 八兵衛 60 15 15 1 

|樫原村持分| 1
4刈 411. 2061 11. 2061 

1 120 叫 m 吋 2 叫 26147 叫叫8 叫 213120 叫 41126•叫6. 3001 9ω61138い91 141 1 
①貞享3年検地帳・同年上毛検地帳より作成

②検地石高のうち，上毛高は15石3斗3升9合 J 

③田成面積のうち，宝暦8年は 1田if3反3畝9歩，寛政7年は4反6畝14歩，嘉永5年は 3畝3歩，年代不明は4反4畝

1歩。畠・山畠から外に，居屋敷9畝15歩，茶畠 1畝6歩の回成地がみられる。

④番号にOがついた名負人は居屋敷に分付記載がみられるもの。

注

出
世
絵
組
枠
Q
想
薬
品
川
会
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区
内
問
図
録
匡
Q
即
時
程
草
川
市

由
吋
V
H
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師
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表 4 貞享3年 (1686)野尻村名負人別耕地の分散度

回 畠 山 畠
番号 名負人

面積|筆数|地字|分散度 面積|筆数|地字|分散度 面積|筆数|地字|分散度

1 吉右衛門 8.909 28 16 57 3.921 11 7 64 

2 伊兵衛 4.327 12 10 83 1. 618 10 9 90 

3 吉兵衛 4.412 20 13 65 1.509 6 4 67 700 3 1 33 

4 記兵衛 1. 800 13 8 62 3.127 9 8 89 

5 吉十郎 2.804 14 9 64 1. 603 4 2 50 824 4 2 50 

6 佐耳壬て? 松 2.109 10 10 100 3.315 11 7 64 500 1 1 100 

7 安之丞 706 4 3 75 3.927 9 6 67 1.900 4 2 50 

8 太郎右衛門 903 7 6 86 2.316 13 9 69 200 1 1 100 

9 次郎吉 1. 312 6 3 50 1. 707 9 6 67 1.800 2 2 100 

10 八右衛門 1.406 4 3 75 2.212 9 7 78 500 1 1 100 

11 久五郎 1.624 7 7 100 1. 203 8 6 75 1.400 3 2 67 

12 羽右衛門 1. 721 10 5 50 1.609 9 5 56 

13 次郎右衛門 1. 006 9 6 67 3.824 11 8 73 400 2 2 100 

14 長兵衛 1.803 10 8 80 709 7 6 86 

15 吉太夫 1.609 9 8 89 1. 224 8 6 75 800 2 1 50 

16 伝兵衛 1.923 8 5 63 421 5 5 100 1.400 2 2 100 

17 九兵衛 1.603 6 5 83 1.018 6 6 100 3.400 4 3 75 

18 孫兵衛 318 2 1 50 

19 左五右衛門 1.400 5 3 60 800 4 3 57 

20 徳兵衛 712 6 6 100 1.l06 4 4 100 



21 勘十郎 812 6 5 83 812 2 2 100 809 2 2 100 

22 5祁 力 1. 200 5 4 75 321 3 3 100 

23 左平次 1.100 7 6 86 715 7 7 100 500 4 2 50 

24 千右衛門 1. 015 7 6 86 1.128 11 7 64 200 1 1 100 

25 /¥ 蔵 318 4 3 75 1. 518 6 6 100 500 1 1 100 

26 善四郎 1. 312 5 5 100 200 1 1 100 

27 作 助 1. 015 3 3 100 

28 弥次兵衛 12 1 1 100 927 6 4 67 400 2 2 100 

29 甚太郎 600 2 2 100 1. 000 1 1 100 

30 六左衛門 921 2 1 50 

31 宝勝院 924 1 1 100 

32 菊 石 24 1 1 100 

33 八三郎 109 1 1 100 

34 八兵衛 15 1 1 100 

|樫原村持分| 15 

1 4害5091 161 1 73.5 IふJ 160 I 75. 1 I 2~叫
@分散度=字数/筆数X100①貞享2年検地帳より作成注
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t今

階
層
別
耕
地
分
散
度

耕
地
の
分
散
度
を
示
す
指
標
と
し
て
、
耕
地
の
所
在
す
る
地
字
数
を
筆
数
で
除
し
、
そ
れ
に
一

O
Oを
か
け
た
数
値
で
表
し
た
も
の
を

表
4
に
示
し
た

(80
こ
れ
に
よ
る
と
、
田
の
平
均
分
散
度
は
七
三
・
五
、
畠
は
七
五
・
一
、

山
畠
は
七
五
・
六
で
あ
り
、

回
・
畠
・
山

畠
と
も
地
形
的
制
約
を
反
映
し
て
か
な
り
の
分
散
保
有
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
耕
地
の
分
散
度
を
階
層
別
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
回
の
場
合
、
階
層
に
よ
る
集
中
・
分
散
傾
向
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
す
な

わ
ち
、
八
反
九
畝
九
歩
(
二
八
筆
〉
の
田
を
保
有
す
る
吉
右
衛
門
の
分
散
度
五
七
以
外
に
も
、
田
保
有
規
模
二
反
未
満
の
次
郎
吉
・
羽
右

衛
門
・
孫
兵
衛
の
三
人
が
五

O
台
の
分
散
度
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
、
四
反
三
畝
二
七
歩
を
保
有
す
る
伊
兵
衛
の
分
散
度
が
八
三
と
高

く
、
分
散
保
有
形
態
を
示
す
。

さ
ら
に
、
田
保
有
二
反
未
満
二
二
人
の
う
ち
、
分
散
度
八

O
以
上
は
二
一
人
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
対
し
、
七

O
未
満
が
一

O
人
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
田
の
保
有
規
模
に
よ
っ
て
分
散
度
が
規
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
(
表
5
参
照
)
。

一
方
、
表
6
に
よ
り
、
畠
の
分
散
度
を
み
て
お
こ
う
(
表
6
参
照
)
。
田
の
場
合
に
く
ら
べ
て
、
分
散
度
が
保
有
規
模
に
規
制
さ
れ
る
傾

向
が
か
な
り
強
い
。
例
え
ば
、
保
有
規
模
二
反
未
満
二
五
人
の
う
ち
、
分
散
度
八

O
以
上
が
一
六
人
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
分
散
度
一

O

O
が
二
二
人
に
達
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
保
有
規
模
二

l
四
反
七
人
の
う
ち
、
分
散
度
八

O
以
上
は
一
人
、
六

O
台
が
三
人
で
、
七

O
台
が
一
人
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
畠
の
保
有
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
分
散
度
が
大
き
く
な
る
。
と
く
に
、
保
有
規
模
一
反
五
畝
未
満
一
九
人
の
う
ち
、
二
一
人
が
分

散
度
一

O
Oで
あ
る
。
例
え
ば
、
村
落
下
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
左
平
次
は
、
七
筆
・
七
畝
一
五
歩
の
畠
を
七
地
字
に
分
散
保
有
す
る
。

「
南
浦
」
に
一
筆
・
四
畝
を
保
有
す
る
が
、
同
地
字
に
は
五
筆
・
二
反
二
畝
五
歩
の
白
田
が
あ
り
、
左
平
次
は
そ
の
う
ち
の
一
筆
を
保
有
す
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階層別回の分散度

戸竺~I… l …叩-79 1 …|…| 言十

8-9反 1 1 

7-8 。
6-7 。
5-6 O 

4-5 1 1 2 

3-4 。
2-3 1 1 2 

1-2 2 4 2 5 1 14 

1反未満 1 2 2 3 8 

計 4 6 4 8 。 5 27 

比 率 1 15.4 1 23・1 I 15.4 1 30. 8 1 0.0 I 15.4 I 100.0 
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'十
l
昌一三一ロ

100.0 3.1 率上b

る
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
、
山
畠
の
場
合

は
、
三
反
四
畝
を
保
有
す

る
孫
兵
衛
(
中
層
)
に
し

て
も
四
筆
に
す
ぎ
な
い
。

一
筆
面
積
が
す
べ
て
二
畝

以
上
あ
る
の
で
、
計
算
上

の
分
散
度
は
高
く
な
る

が
、
現
実
に
は
む
し
ろ
特

定
地
字
に
集
中
保
有
の
傾

向
が
み
ら
れ
る
。

帥

階
層
別
保
有
耕
地

の
分
布
状
況

階
層
を
基
本
に
し
て
、

具
体
的
な
保
有
耕
地
の
分

布
状
態
を
検
討
し
て
お
こ

注

う
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村
内
最
高
の
耕
地
保
有
者
で
あ
る
吉
右
衛
門
は
、
八
反
九
畝
九
歩
の
回
を
一
六
地
字
に
わ
た
っ
て
二
八
筆
、
三
反
九
畝
二
一
歩
の
畠
を

七
地
字
に
わ
た
っ
て
一
一
筆
保
有
す
る
。
分
散
度
は
そ
れ
ぞ
れ
田
五
七
、
畠
六
四
と
か
な
り
の
集
中
保
有
形
態
を
示
す
。

一
反
以
上
回
の

保
有
が
あ
る
地
字
は
、
「
中
宗
」
の
み
で
、
「
大
石
」
「
は
か
ど
」
「
原
」
「
い
、
ち
ノ
本
」
に
五
畝
以
上
保
有
し
、
他
は
二

1
四
畝
と
い
う
分

散
型
で
あ
る
。
っ
中
宗
」
の
田
二
反
五
畝
一
五
歩
合
ニ
筆
)
は
す
べ
て
上
回
で
あ
り
、
こ
れ
を
吉
右
衛
門
が
独
占
保
有
し
て
い
る
。

同

じ

よ
う
に
大
石
の
八
畝
六
歩
合
ニ
筆
)
の
全
部
と
、
「
は
か
ど
」
の
七
畝
六
歩
三
筆
の
う
ち
六
畝
六
歩
(
二
筆
〉
を
吉
右
衛
門
が
集
中
保
有

し
て
い
る
。

畠
も
同
じ
よ
う
に
集
中
保
有
型
で
あ
る
。
「
家
ノ
下
」
二
反
九
畝
一
五
歩
(
八
筆
〉
の
六
九
%
、
「
太
夫
屋
敷
」

%
を
吉
右
衛
門
が
保
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
有
す
る
回
の
所
在
す
る
地
字
と
畠
の
地
字
が
分
離
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
保

有
耕
地
は
一
八
地
字
に
所
在
す
る
が
、
こ
の
う
ち
、
田
と
畠
が
混
在
す
る
地
字
は
、
「
柳
の
さ
か
」
一
「
原
」
「
松
ノ
下
」
の
三
つ
に
す
ぎ
な

一
反
一
二
歩
の
一

0
0

し、。
つ
ぎ
に
、
中
層
に
属
す
る
九
兵
衛
の
田
昌
は
分
散
保
有
型
を
示
す
。
回
の
分
散
度
は
八
三
で
あ
る
が
、
四
畝
二
七
歩
(
二
筆
)
を
保
有

す
る
「
松
か
り
の
き
」
で
は
九
兵
衛
以
外
の
田
は
存
在
し
な
い
。
白
田
も
一
畝
六
歩
(
一
筆
)
保
有
す
る
が
、
同
様
に
他
の
名
負
人
の
保
有

は
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
橋
詰
」
で
は
二
一
歩
(
一
筆
)
の
田
を
も
つ
が
、
他
の
四
筆
(
四
畝
九
歩
)
は
左
平
次
と
、
吉
兵
衛
が
そ
れ
ぞ
れ

三
畝
九
歩
(
二
筆
〉
・
一
畝
(
二
筆
〉
を
保
有
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
分
散
保
有
す
る
場
合
に
も
、

一
つ
の
地
字
の
回
・
畠
が
一
人
の
名
負
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
型
が
非
常
に
多
い
。
し

か
も
一
一
地
字
が
一
筆
耕
地
か
ら
な
り
、
こ
れ
が
一
人
の
名
負
人
に
よ
っ
て
占
取
さ
れ
る
型
を
取
る
も
の
が
か
な
り
多
い
。
田
が
一

四

地

字
、
一
白
田
が
一
二
地
字
、
山
白
回
が
一
地
字
で
あ
る
。
ま
た
一
一
地
字
の
耕
地
が
一
人
の
名
負
人
に
独
占
保
有
さ
れ
る
も
の
は
宜
三
地
字
も
あ



り
、
全
地
字
の
四

O
M
に
も
お
よ
ぶ
。

以
上
の
よ
う
に
、
下
層
に
な
る
ほ
ど
分
散
保
有
形
態
が
著
し
く
な
る
が
、
山
腹
斜
面
に
立
地
す
る
棚
田
や
段
畑
と
い
う
地
形
的
な
制
約

が
、
属
地
別
(
地
字
別
〉
に
み
た
場
合
、
分
散
保
有
を
さ
ら
に
激
し
く
さ
せ
て
い
る
。

五
、
お
わ
り
に

近世前期の阿波国野尻村における耕地の存在形態

以
上
、
近
世
前
期
の
山
村
に
お
け
る
耕
地
の
存
在
や
保
有
形
態
を
総
合
的
に
集
約
し
た
貞
享
三
年
検
地
帳
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
筆
耕
地
が
平
均
し
て
田
が
三
・
二
枚
、
畠
が
一
・
八
枚
か
ら
な
り
、

野
尻
村
で
は
、

一
枚
の
面
積
は
田
が
一
畝
七
歩
、
畠
が
二
八
歩
と

き
わ
め
て
零
細
な
耕
地
片
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
田
の
場
合
は
等
級
が
上
が
る
程
一
筆
面
積
が
広
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ

た。
検
地
帳
記
載
の
一
三
三
地
字
の
う
ち
、
四
一
%
の
地
字
の
所
在
場
所
が
ほ
ぼ
比
定
で
き
た
。
耕
地
面
積
の
三
九
%
を
占
め
る
自
の
所
在

ず
る
地
字
を
検
地
順
に
並
べ
る
と
、
回
検
地
が
集
落
南
東
部
の
最
下
位
地
字
か
ら
始
め
ら
れ
、
時
計
と
逆
回
り
に
進
み
、
集
落
中
央
部
の

野
尻
谷
か
ら
は
時
計
四
り
に
方
向
を
変
え
、
集
落
最
上
部
の
西
端
で
お
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
回
が
一
反
歩
以
上
分
布

す
る
地
字
は
小
渓
谷
や
湧
水
に
恵
ま
れ
る
地
点
に
分
布
す
る
が
、
上
回
率
が
高
い
。
し
か
し
、
田
の
み
か
ら
な
る
地
字
よ
り
も
田
と
畠
か

ら
な
る
地
字
の
方
に
上
田
率
が
高
く
な
る
。

一
方
、
畠
田
成
の
み
ら
れ
た
地
字
で
は
上
畠
率
が
高
い
。

階
層
別
に
回
畠
の
分
散
度
を
み
る
と
、
田
の
分
散
度
は
必
ず
し
も
田
の
保
有
規
模
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
対
し
、
畠
の
場
合

155 

は
保
有
規
模
が
小
さ
く
な
る
程
、
分
散
度
が
大
き
く
な
る
。
ま
た
、

一
地
字
が
一
筆
耕
地
か
ら
な
る
耕
地
が
総
地
字
の
二
七
%
も
あ
り
、

さ
ら
に
、

一
地
字
の
全
耕
地
が
一
人
の
名
負
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
地
字
が
四

O
Mに
お
よ
ぶ
。
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今
後
は
、
野
尻
用
水
開
削
以
降
の
近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
耕
地
の
存
在
・
保
有
形
態
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

3主

(
1
)

羽
山
久
男
(
一
九
七
六
)
「
近
世
山
村
に
お
け
る
耕
地
開
発
と
水
論
お
よ
び
山
論

l
阿
波
国
勝
浦
郡
野
尻
村
の
事
例

l
」

第
八
六
号
一
四

l
二
四
頁
。

羽
山
久
男
(
一
九
七
八
)
「
近
世
の
阿
波
山
村
に
お
け
る
耕
地
の
復
原
的
考
察

l
勝
浦
郡
八
重
地
村
の
場
合

l
」
(
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念

論
集
『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究
(
上
)
』
大
明
堂
所
収
)
一
一
一
一
一
一
一
二

t
三
四
六
頁
。

羽
山
久
男
(
一
九
七
八
)
「
徳
島
藩
殿
河
内
御
林
の
変
容
過
程
」
地
理
科
学
第
三

O
号

一

三

J
二
六
頁
。

(
2
)

浮
田
典
良
こ
九
五
七
)
「
江
戸
時
代
の
大
和
一
村
落
に
お
け
る
耕
地
と
綿
作
、
地
理
学
評
論
」
三

O
巻
一

O
号
九
二
七

t
九
四
六
頁
。

浮
田
典
良
こ
九
六
三
)
「
耕
地
の
分
散
と
そ
の
変
化
」
歴
史
地
理
学
紀
要
第
五
号
二
ハ
一

t
一
八
四
頁
。

赤
阪
晋
こ
九
七
二
)
「
耕
地
の
所
有
と
分
布
の
構
造
|
丹
波
路
の
一
農
村
|
」
立
命
館
文
学
第
三
二
九
・
三
三

O
号

六

O
t八
九
頁
。

葉
山
禎
作
(
一
九
六
九
)
『
近
世
農
業
発
展
の
生
産
力
分
析
』
御
茶
の
水
書
房
一
。

木
村
礎
・
高
島
緑
雄
編
こ
九
六
九
)
『
耕
地
と
集
落
の
歴
史
』
文
雅
堂
銀
行
研
究
社
。

羽
山
久
男
〈
一
九
七
五
)
「
畑
作
村
に
お
け
る
耕
地
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
|
徳
島
県
名
西
郡
高
原
村
地
北
の
事
例

l
」
地
理
科
学

号。

(
3
)
前
掲
木
村
・
高
島
編
一
一
一
一

t
二
三
頁
。

(
4
)
千
葉
徳
爾
(
一
九
七
五
)
「
地
名
と
地
域
史
」
地
方
史
研
究

(
5
)
明
治
三
年
戸
籍
下
調
(
上
勝
町
役
場
蔵
)
。

(
6
)
一
九
七
五
年
農
業
集
落
カ
l
ド
に
よ
る
。

(
7
)
貞
享
三
年
検
地
帳
・
上
毛
検
地
帳
(
町
役
場
蔵
)
。

(
8
)
歴
史
図
書
社
復
刻
(
一
九
七
六
)
『
阿
波
誌
巻
十
勝
浦
郡
』

(
9
)

徳
島
県
発
行
(
一
九
一
一
ニ
)
『
阿
波
藩
民
政
資
料
』

歴
史
地
理
学
会
会
報

第
二
三

二
五
の
五
(
二
ニ
七
)

一
O
t二
五
頁
。
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前
掲
(
8
)

前
掲
(
5
)

明
治
二
二
年
勝
浦
郡
生
実
村
地
籍
(
町
役
場
蔵
)
に
よ
る
。

農
業
集
落
カ
1
ド
に
よ
る
。

右
同
縮
尺
一
八

O
O分
の
一
(
町
役
場
蔵
)
。

羽
山
久
男
前
掲
(
2
)

明
治
二

O
年
生
実
村
・
旭
村
焼
畑
地
編
入
願
毎
筆
帳
(
町
役
場
蔵
)
に
よ
る
。

前
掲
(
臼
)

羽
山
久
男
前
掲
(
1
)

向
(
一
九
八
二
「
徳
島
藩
勝
浦
奥
山
に
お
け
る
山
論
と
村
落
構
造
」
(
徳
島
地
方
史
研
究
会
編
一

O
周
年
記
念
論
集
『
阿
波
・
歴
史
と
民
衆
』

井
上
書
広
所
収
)
。

上
勝
町
中
瀬
津
、
美
馬
家
文
書
「
乍
恐
奉
願
上
覚
」
(
明
治
四
年
)
に
よ
る
。

町
役
場
蔵
。

羽
山
久
男
(
一
九
八

O
)
「
勝
浦
奥
山
に
お
け
る
民
間
信
仰
の
地
域
的
展
開
」
史
窓
第
一

O
号

木
村
・
高
島
前
掲
(
2
)

三
一
二
頁
。

木
村
・
高
島
前
掲
(
2
)

二
七
九
頁
。

(
M
)
 

(
日
)
(ロ)
(臼〉

(
H
H
)
 

(
日
)

(
お
)

(
げ
)

(
国
)

(
四
)

(
m
m
)
 

(
幻
)

(
幻
)

(
幻
)
(μ) 

四
九

t
六
七
頁
。




